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１
９
５
６
年
、
学
友
会
北
海

道
連
合
会
初
代
会
長
・
藤
木　

定
氏
（
19
期
）
に
よ
り
北
海
道

連
合
会
が
創
立
。
そ
の
間
、
今

日
ま
で
本
学
並
び
に
学
友
が
歩

ん
で
来
ら
れ
た
道
の
り
は
決
し

て
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
時
に
は
多
く
の
試
練
を
克

服
し
な
が
ら
母
校
と
共
に
た
く

ま
し
く
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と

は
、
学
友
に
と
っ
て
60
周
年
の

持
つ
歴
史
的
意
義
が
如
何
に
重

く
、
か
つ
厳
粛
な
も
の
で
あ
っ

た
か
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
７
月
９
日
、
学
友
会
北
海

道
連
合
会
創
立
60
周
年
記
念
式

典
に
あ
た
り
、
学
友
会
会
長
・

赤
澤
徹
氏
、
本
学
総
長
・
森
本

敏
氏
、
理
事
長
・
福
田
勝
幸
氏
、

北
海
道
短
大
学
長
・
篠
塚
徹
氏
、

北
海
道
連
合
会
代
表
・
大
館
一

生
に
加
え
、
全
国
各
地
か
ら
沖

縄
県
支
部
は
じ
め
道
外
76
支
部
、

そ
し
て
北
海
道
11
支
部
か
ら
総

勢
１
７
２
人
の
学
友
に
ご
参
集

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
を
お
こ
な
っ
た
森

本
先
生
は
、
日
本
の
安
全
保

障
・
防
衛
政
策
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
、
講
演
テ
ー
マ
は
「
今

後
の
ア
ジ
ア
情
勢
と
日
本
の
課

題
」。
わ
れ
わ
れ
に
身
近
な
問

題
と
し
て
興
味
深
く
、
同
窓
会

員
外
を
含
め
２
３
０
人
の
集
客

を
呼
び
、
有
意
義
な
も
の
と
な

り
大
盛
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
の
食
膳
は
、
北
海
道

特
産
品
を
取
り
入
れ
た
屋
台
料

理
が
振
る
舞
わ
れ
、
山
海
の
珍

味
を
十
分
に
味
わ
い
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
「
松
涛
館
空
手
少
年
部
」

「
夢
想
神
伝
流
居
合
道
」「
日
本

剣
道
形
」
が
演
武
を
披
露
。

「
新
琴
似
天
舞
龍
神
」
が
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
踊
り
、
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
校
歌
の
一
節
「
人

種
の
色
と
地
の
境　

我
が
立
つ

前
に
差
別
な
し
…
」
を
胸
に
、

海
外
飛
躍
を
志
向
し
た
学
生
時

代
を
思
い
を
は
せ
、
学
生
時
代

応
援
団
長
だ
っ
た
赤
澤
会
長
が

壇
上
で
、
団
長
し
か
吟
じ
ら
れ

な
い
「
序
文
」
を
披
露
。
そ
れ

に
続
き
拓
大
名
物
、
勝
ち
ま
す

踊
り
「
興
亜
の
雄
図
」
の
一
節

を
全
員
で
押
忍
三
唱
し
、
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。（
大
館　

記
）

　

わ
れ
ら
母
校
、
拓
殖
大
学
は

１
９
０
０
年
の
建
学
以
来
、
一

貫
し
て
世
界
に
視
点
を
と
ら
え
、

ア
ジ
ア
を
始
め
と
す
る
海
外
諸

地
域
に
数
多
く
の
先
輩
た
ち
が

海
外
飛
躍
を
志
向
し
、
揺
る
ぎ

な
き
学
統
を
構
築
し
て
ま
い
り

り
ま
し
た
。

拓殖大学
拓殖大学のトップと学友会
北海道連合会の各支部長で
記念撮影（アパホテル＆リ
ゾート札幌）
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